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会 　 計 　 名

一般会計
（８号・９号）

特別会計　　　

補正額 補正後の予算総額

※金額は千円単位を四捨五入　

12億8,644万円 172億9,019万円

141万円

 1億6,967万円

31億5,589万円

 37億902万円介 護 保 険 事 業

 

 △186万円  4億1,445万円

国民健康保険事業

特別会計　　　

新型コロナウイルス感染症関連補正予算

　第３回(９月)定例会は、９月４日から９月
２５日までの２２日間の会期で行われ、条
例の一部改正３件及び各会計の補正予
算などを慎重に審議し、提案されたすべ
ての議案を可決しました。
　主な補正予算は、新型コロナウイルス
感染症関連経費４億３５５９万円、農地や
農業用施設・林道等災害復旧費５億６８１８
万円、新鶴田小学校建設等に係る経費２
億５６０７万円となっています。

　第３回(９月)定例会は、９月４日から９月
２５日までの２２日間の会期で行われ、条
例の一部改正３件及び各会計の補正予
算などを慎重に審議し、提案されたすべ
ての議案を可決しました。
　主な補正予算は、新型コロナウイルス
感染症関連経費４億３５５９万円、農地や
農業用施設・林道等災害復旧費５億６８１８
万円、新鶴田小学校建設等に係る経費２
億５６０７万円となっています。

国の緊急経済対策等

光ブロードバンド基盤整備事
業費
　町内の未整備地区を２か年で
整備する経費。

事業者支援等（町の緊急経済対策等）

商工振興事務費
　中小事業者事業継続緊急支援
事業実績による減額。

子育て支援等（町の緊急経済対策等）

おめでとう赤ちゃん臨時特別
定額給付金支給事業費

　本年４月２８日から令和３年
３月３１日までに生まれた子ど
もへ、１人１０万円の臨時給付
に係る経費。

感染防止（町の緊急経済対策等）

教育委員会事務局費
　通学バス車内の密集を緩和す
るため、臨時バス運行の半年延
長に係る経費。

　修学旅行時のバス増便やキャ
ンセル時のキャンセル料補助に
係る経費。

茶農家支援（町の緊急経済対策等）

農産物生産振興対策事業費
　本年６月から８月までの間で、
前年同月比事業収入が２０％以
上減少した茶農家へ事業継続支
援金として１農家１０万円の交
付に係る経費。

学校における感染症対策等・
学びの保障支援事業費
　町内小中学校の感染症対策等
を徹底し、消毒スプレー等を購
入する経費。

教育環境整備（町の緊急経済対策等）
小学校振興費

　教育環境を整備するため、山
崎小学校に電子黒板等の関連備
品購入に係る経費。

その他（町の緊急経済対策等）

議員報酬月額の減額
　議会からの申入れにより、７
月から９月まで議員報酬１０％
の減額や各種研修会等の中止に
よる旅費の減額など。

感染症対策教育支援事業費

令和２年度各会計９月補正予算額

待望の光ケーブル整備始まる 待望の光ケーブル整備始まる 

令和３年度完了を目指し、通信格差解消を図る

県の緊急経済対策等

地域子ども・子育て支援事業費
　病児保育事業に係る経費。

放課後児童健全育成事業費
　町内の学童クラブに係る経費。

利用者支援事業費
　宮之城保健センターで実施す
る利用者支援事業に係る経費。

教育・保育給付費
　保育所等における感染症対策
に係る経費。

予防接種事業費
　インフルエンザワクチン接種
費用の補助対象拡大に係る経費。

4億320万円

1,104万円

5,150万円

▲200万円

1,200万円

230万円

1,150万円

121万円

▲5,512万円

９月定例会 

（写真：ケーブル資材置場）　

上 水 道 事 業
企業会計

さつま町議会だよりNo.63 2



そ
の
他
の
議
案

条

　
　例

条

　
　例

条

　
　例

　
～
我
が
町
の
法
規
を
探
る
～

　

 

　

定
住
促
進
住
宅
団
地
の

貸
付
及
び
譲
渡
に
関
す
る

付
単
価
の
見
直
し
に
伴
う

料
は
分
譲
価
格
に
20
年
間

分
の
固
定
資
産
税
相
当
額

を
加
算
し
て
あ
る
こ
と
か

額
に
す
る
も
の
で
す

 

 
貸
付
料
は
分
譲
価
格

と
同
額
に

こ
れ
ま
で
ど
お
り
高

校
生
ま
で
医
療
費
を

助
成

副
食
費
等
の
支
払
い

は
直
接
保
育
所
へ

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い

関
係
条
例
の
一
部
を
改
正

で
町
を
経
由
し
て
保
育
所

に
支
払
わ
れ
て
い
た
副
食

支
払
う
よ
う
に
改
正
す
る

も
の
で
す

豪雨による水路の崩壊

　
町
子
ど
も
医
療
費
助
成

事
業
は
高
校
生
ま
で
医
療

費
補
助
を
し
て
い
る
が
、

県
の
給
付
事
業
の
対
象
者

が
非
課
税
世
帯
の
高
校
生

ま
で
拡
充
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
令
和
３
年
度
よ
り

非
課
税
世
帯
の
高
校
生
ま

で
の
子
ど
も
の
医
療
費
は

窓
口
で
の
支
払
い
が
無
料

に
な
る
た
め
、
子
ど
も
医

療
費
助
成
条
例
を
一
部
改

正
す
る
も
の
で
す
。

 

一
般
会
計
補
正
予
算

の
専
決
処
分
を
承
認

　

６
月
末
か
ら
７
月
に
か

け
て
の
豪
雨
災
害
に
よ
る

災
害
復
旧
工
事
に
要
す
る

経
費
の
補
正
に
緊
急
を
要

月
17

令
和
２
年
８
月
３
日
付
け

さ
れ
た
も
の
を
承
認
し
ま

し
た

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７

正
後
の
総
額
は
１
６
０
億

３
７
５
万
円
と
な
り
ま
す

地
方
税
財
源
確
保
の

意
見
書
を
国
へ
提
出

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
伴
う
地

厳
し
い
状
況
に
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら

地
方
税
財
源
の
確
保
を
求

理
大
臣
や
参
議
院
議
長

衆
議
院
議
長
ほ
か
７
人
の

大
臣
へ
提
出
し
ま
し
た

　
　
　

神
子
分
団
消
防
ポ
ン

プ
車
購
入
契
約

■
契
約
金
額

　
２
３
０
４
万
５
千
円

■
契
約
の
相
手
方

　
有
限
会
社
イ
ズ
ミ
商
事

■
車
輌

　
日
野
自
動
車

■
排
気
量

　
４
０
０
９
Ｃ
Ｃ

販売中の佐志ニュータウン

元気に遊ぶ園児

購入予定の消防ポンプ自動車（カタログより抜粋）

 

会 　 計 　 名

一般会計
（８号・９号）

特別会計　　　

補正額 補正後の予算総額

※金額は千円単位を四捨五入　

12億8,644万円 172億9,019万円

141万円

 1億6,967万円

31億5,589万円

 37億902万円介 護 保 険 事 業

 

 △186万円  4億1,445万円

国民健康保険事業

特別会計　　　

新型コロナウイルス感染症関連補正予算

　第３回(９月)定例会は、９月４日から９月
２５日までの２２日間の会期で行われ、条
例の一部改正３件及び各会計の補正予
算などを慎重に審議し、提案されたすべ
ての議案を可決しました。
　主な補正予算は、新型コロナウイルス
感染症関連経費４億３５５９万円、農地や
農業用施設・林道等災害復旧費５億６８１８
万円、新鶴田小学校建設等に係る経費２
億５６０７万円となっています。

　第３回(９月)定例会は、９月４日から９月
２５日までの２２日間の会期で行われ、条
例の一部改正３件及び各会計の補正予
算などを慎重に審議し、提案されたすべ
ての議案を可決しました。
　主な補正予算は、新型コロナウイルス
感染症関連経費４億３５５９万円、農地や
農業用施設・林道等災害復旧費５億６８１８
万円、新鶴田小学校建設等に係る経費２
億５６０７万円となっています。

国の緊急経済対策等

光ブロードバンド基盤整備事
業費
　町内の未整備地区を２か年で
整備する経費。

事業者支援等（町の緊急経済対策等）

商工振興事務費
　中小事業者事業継続緊急支援
事業実績による減額。

子育て支援等（町の緊急経済対策等）

おめでとう赤ちゃん臨時特別
定額給付金支給事業費

　本年４月２８日から令和３年
３月３１日までに生まれた子ど
もへ、１人１０万円の臨時給付
に係る経費。

感染防止（町の緊急経済対策等）

教育委員会事務局費
　通学バス車内の密集を緩和す
るため、臨時バス運行の半年延
長に係る経費。

　修学旅行時のバス増便やキャ
ンセル時のキャンセル料補助に
係る経費。

茶農家支援（町の緊急経済対策等）

農産物生産振興対策事業費
　本年６月から８月までの間で、
前年同月比事業収入が２０％以
上減少した茶農家へ事業継続支
援金として１農家１０万円の交
付に係る経費。

学校における感染症対策等・
学びの保障支援事業費
　町内小中学校の感染症対策等
を徹底し、消毒スプレー等を購
入する経費。

教育環境整備（町の緊急経済対策等）
小学校振興費

　教育環境を整備するため、山
崎小学校に電子黒板等の関連備
品購入に係る経費。

その他（町の緊急経済対策等）

議員報酬月額の減額
　議会からの申入れにより、７
月から９月まで議員報酬１０％
の減額や各種研修会等の中止に
よる旅費の減額など。

感染症対策教育支援事業費

令和２年度各会計９月補正予算額

待望の光ケーブル整備始まる 待望の光ケーブル整備始まる 

令和３年度完了を目指し、通信格差解消を図る

県の緊急経済対策等

地域子ども・子育て支援事業費
　病児保育事業に係る経費。

放課後児童健全育成事業費
　町内の学童クラブに係る経費。

利用者支援事業費
　宮之城保健センターで実施す
る利用者支援事業に係る経費。

教育・保育給付費
　保育所等における感染症対策
に係る経費。

予防接種事業費
　インフルエンザワクチン接種
費用の補助対象拡大に係る経費。

4億320万円

1,104万円

5,150万円

▲200万円

1,200万円

230万円

1,150万円

121万円

▲5,512万円

９月定例会 

（写真：ケーブル資材置場）　

上 水 道 事 業
企業会計

No.63 さつま町議会だより3



  

 

 

委
員
会
付
託
さ
れ
た
議
案
３
件
を
原
案
可
決

・
条
例

一
部
改
正

件

・
令
和

年
度
一
般
会
計
予
算

第

号

関
係
分

・
令
和

年
度
上
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

第

号

多
額
の
費
用
を
か
け
て

鉄
道
記
念
館
横
の
か
ぐ

ち
く
り
ん
公
園
へ
移
設

す
る
必
要
が
あ
る
の
か

　
　
　
　
　
　

答
　
県
の
補
助
事
業
を
活

用
し
、
ス
ト
ー
リ
ー
性
の

あ
る
公
園
と
し
て
再
整
備

す
る
計
画
で
あ
る
。
ち
く

り
ん
公
園
上
部
の
川
内
川

が
見
渡
せ
る
場
所
に
移
設

す
る
予
定
で
あ
る
。

答　

一
括
購
入
は
土
地
の

所
有
権
を
取
得
し
て
い
る

で
の
購
入
は
こ
れ
ま
で
な

も
不
均
衡
は
生
じ
な
い

定
住
促
進
住
宅
団
地

の
貸
付
及
び
譲
渡
に

関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

土
地
の
一
括
購
入
や
固

定
資
産
税
相
当
額
分
を

含
む
分
割
購
入
を
さ
れ

た
方
と
の
税
負
担
の
公

◆
要
請
◆

　

雨
漏
り
が
原
因
で

児
童
の
授
業
等
に
支
障

を
来
す
こ
と
が
な
い
よ

う
計
画
的
な
工
事
施
工

を
要
請
す
る

答　

水
銀
に
関
す
る
水
俣

２
０
２
１
年
か
ら
生
産
中

り
替
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い

一
般
会
計
予
算
　
　

（
第
８
号
）
関
係
分

宮
之
城
総
合
体
育
館
サ

え
を
今
後
は
順
次
行
う

答
　
農
業
関
係
者
等
や
商

工
業
と
一
体
と
な
り
盛
大

に
開
催
で
き
る
よ
う
考
え

て
い
る
。
場
所
に
つ
い
て

は
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
あ

っ
た
が
、
宮
之
城
運
動
公

園
と
な
っ
た
。
今
後
は
１

回
目
の
実
施
状
況
を
検
証

し
、
２
回
目
以
降
に
反
映

し
て
い
く
。

移設されるかぐや姫モニュメント

販売中の湯田原ニュータウン

早期の復旧工事が期待される（水田法面崩壊）

６
月
か
ら
７
月
の
豪
雨

災
害
に
よ
る
復
旧
工
事

内
に
完
成
す
る
の
か

答　

全
国
的
に
災
害
が
多

事
は
査
定
後
に
発
注
と
な

え
る
と
次
年
度
へ
の
繰
越

し
も
予
想
さ
れ
る

盈
進
小
学
校
は
過
去
に

管
理
教
室
棟
や
屋
内
運

動
場
の
防
水
工
事
を
実

答
　
管
理
教
室
棟
は
築
後

約
60
年
経
過
し
て
い
る
中

で
過
去
に
実
施
し
て
い
る
。

屋
内
運
動
場
は
築
後
約
20

年
経
過
し
、
防
水
工
事
は

初
め
て
実
施
す
る
も
の
で

あ
る
。
工
事
時
期
と
し
て

は
若
干
遅
い
と
思
わ
れ
る
。

第
１
回
さ
つ
ま
町
産
業

祭
＆
Ｊ
Ａ
農
業
祭
は
中

も
Ｊ
Ａ
と
の
合
同
で
の

開
催
場
所
は
固
定
化
す

順次取替えをする水銀灯

常任委員会審査
委員会審査の中で出された質疑、意見などの主な事項を掲載しています。

文教経済

  

 

 

 今
回
の
改
正
で
町
の
負

担
額
が
変
わ
る
の
か

答
　
町
は
既
に
対
象
者
を

高
校
生
ま
で
と
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
県
の
助
成
対

象
が
拡
充
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
町
の
負
担
額
が
減

額
と
な
る
。

委
員
会
付
託
さ
れ
た
議
案
４
件
を
原
案
可
決

・
条
例

一
部
改
正

件

・
令
和

年
度
一
般
会
計
予
算

第

号

関
係
分

・
令
和

年
度
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

第

号

風
し
ん
抗
体
検
査
の
実

　
　
　
　
　
　

答　

対
象
者
７
４
６
名
の

う
ち
１
７
１
名
が
検
査
を

の
健
診
や
町
の
特
定
健
診

等
で
検
査
が
で
き
る
こ
と

に
努
め
る

答　

町
に
納
め
て
い
た
だ

払
わ
れ
て
い
た
副
食
費
等

保
護
者
は
直
接
保
育
所
へ

支
払
う
こ
と
と
な
る

特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型

保
育
事
業
の
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
改
正

保
護
者
が
支
払
う
副
食

費
等
は
ど
こ
に
支
払
う

 

子
ど
も
医
療
費
助
成

条
例
の
一
部
改
正

答　

国
の
高
度
無
線
環
境

整
備
推
進
事
業
を
活
用
し

事
業
を
前
倒
し
で
進
め

令
和
３
年
度
末
ま
で
の
事

業
と
し
て
計
画
し
て
い
る

一
般
会
計
予
算
　
　

（
第
８
号
）
関
係
分

盤
整
備
事
業
の
計
画
は

　
　

 
 
 
 
 
 

　
　
　

 

答　

町
広
報
紙
等
へ
の
掲

各
種
イ
ベ
ン
ト
会
場
な
ど

て
き
た

個人番号カード普及啓発活動
（令和元年さつまフェスタ）

光ブロードバンド整備完了が待遠しい   
（求名小付近）

泊
野
高
峰
公
民
会
の
施

(

幸)

答　

公
民
館
が
火
災
に
よ

所
に
約
25
㎡
の
プ
レ
ハ
ブ

を
設
置
す
る

介
護
保
険
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
　
　

　
　
　
（
第
２
号
）

基
金
へ
の
積
立
が
あ
る

答　

介
護
保
険
事
業
計
画

に
基
づ
き
３
年
に
１
回
見

適
切
に
運
営
で
き
る
よ
う

は
お
お
む
ね
計
画
ど
お
り

に
運
営
で
き
て
い
る

旧
薩
摩
庁
舎
の
外
壁
補

答
　
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
に
貸

付
け
し
て
い
る
議
会
棟
の

２
階
ひ
さ
し
の
モ
ル
タ
ル

部
分
が
落
下
し
た
た
め
調

査
し
た
と
こ
ろ
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
一
部
が
経
年
劣

化
に
よ
る
も
の
で
補
修
が

必
要
と
な
っ
た
。

常任委員会審査
委員会審査の中で出された質疑、意見などの主な事項を掲載しています。
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委
員
会
付
託
さ
れ
た
議
案
３
件
を
原
案
可
決

・
条
例

一
部
改
正

件

・
令
和

年
度
一
般
会
計
予
算

第

号

関
係
分

・
令
和

年
度
上
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

第

号

多
額
の
費
用
を
か
け
て

鉄
道
記
念
館
横
の
か
ぐ

ち
く
り
ん
公
園
へ
移
設

す
る
必
要
が
あ
る
の
か

　
　
　
　
　
　

答
　
県
の
補
助
事
業
を
活

用
し
、
ス
ト
ー
リ
ー
性
の

あ
る
公
園
と
し
て
再
整
備

す
る
計
画
で
あ
る
。
ち
く

り
ん
公
園
上
部
の
川
内
川

が
見
渡
せ
る
場
所
に
移
設

す
る
予
定
で
あ
る
。

答　

一
括
購
入
は
土
地
の

所
有
権
を
取
得
し
て
い
る

で
の
購
入
は
こ
れ
ま
で
な

も
不
均
衡
は
生
じ
な
い

定
住
促
進
住
宅
団
地

の
貸
付
及
び
譲
渡
に

関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

土
地
の
一
括
購
入
や
固

定
資
産
税
相
当
額
分
を

含
む
分
割
購
入
を
さ
れ

た
方
と
の
税
負
担
の
公

◆
要
請
◆

　

雨
漏
り
が
原
因
で

児
童
の
授
業
等
に
支
障

を
来
す
こ
と
が
な
い
よ

う
計
画
的
な
工
事
施
工

を
要
請
す
る

答　

水
銀
に
関
す
る
水
俣

２
０
２
１
年
か
ら
生
産
中

り
替
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い

一
般
会
計
予
算
　
　

（
第
８
号
）
関
係
分

宮
之
城
総
合
体
育
館
サ

え
を
今
後
は
順
次
行
う

答
　
農
業
関
係
者
等
や
商

工
業
と
一
体
と
な
り
盛
大

に
開
催
で
き
る
よ
う
考
え

て
い
る
。
場
所
に
つ
い
て

は
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
あ

っ
た
が
、
宮
之
城
運
動
公

園
と
な
っ
た
。
今
後
は
１

回
目
の
実
施
状
況
を
検
証

し
、
２
回
目
以
降
に
反
映

し
て
い
く
。

移設されるかぐや姫モニュメント

販売中の湯田原ニュータウン

早期の復旧工事が期待される（水田法面崩壊）

６
月
か
ら
７
月
の
豪
雨

災
害
に
よ
る
復
旧
工
事

内
に
完
成
す
る
の
か

答　

全
国
的
に
災
害
が
多

事
は
査
定
後
に
発
注
と
な

え
る
と
次
年
度
へ
の
繰
越

し
も
予
想
さ
れ
る

盈
進
小
学
校
は
過
去
に

管
理
教
室
棟
や
屋
内
運

動
場
の
防
水
工
事
を
実

答
　
管
理
教
室
棟
は
築
後

約
60
年
経
過
し
て
い
る
中

で
過
去
に
実
施
し
て
い
る
。

屋
内
運
動
場
は
築
後
約
20

年
経
過
し
、
防
水
工
事
は

初
め
て
実
施
す
る
も
の
で

あ
る
。
工
事
時
期
と
し
て

は
若
干
遅
い
と
思
わ
れ
る
。

第
１
回
さ
つ
ま
町
産
業

祭
＆
Ｊ
Ａ
農
業
祭
は
中

も
Ｊ
Ａ
と
の
合
同
で
の

開
催
場
所
は
固
定
化
す

順次取替えをする水銀灯

常任委員会審査
委員会審査の中で出された質疑、意見などの主な事項を掲載しています。

文教経済

  

 

 

 今
回
の
改
正
で
町
の
負

担
額
が
変
わ
る
の
か

答
　
町
は
既
に
対
象
者
を

高
校
生
ま
で
と
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
県
の
助
成
対

象
が
拡
充
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
町
の
負
担
額
が
減

額
と
な
る
。

委
員
会
付
託
さ
れ
た
議
案
４
件
を
原
案
可
決

・
条
例

一
部
改
正

件

・
令
和

年
度
一
般
会
計
予
算

第

号

関
係
分

・
令
和

年
度
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

第

号

風
し
ん
抗
体
検
査
の
実

　
　
　
　
　
　

答　

対
象
者
７
４
６
名
の

う
ち
１
７
１
名
が
検
査
を

の
健
診
や
町
の
特
定
健
診

等
で
検
査
が
で
き
る
こ
と

に
努
め
る

答　

町
に
納
め
て
い
た
だ

払
わ
れ
て
い
た
副
食
費
等

保
護
者
は
直
接
保
育
所
へ

支
払
う
こ
と
と
な
る

特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型

保
育
事
業
の
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
改
正

保
護
者
が
支
払
う
副
食

費
等
は
ど
こ
に
支
払
う

 

子
ど
も
医
療
費
助
成

条
例
の
一
部
改
正

答　

国
の
高
度
無
線
環
境

整
備
推
進
事
業
を
活
用
し

事
業
を
前
倒
し
で
進
め

令
和
３
年
度
末
ま
で
の
事

業
と
し
て
計
画
し
て
い
る

一
般
会
計
予
算
　
　

（
第
８
号
）
関
係
分

盤
整
備
事
業
の
計
画
は

　
　

 
 
 
 
 
 

　
　
　

 

答　

町
広
報
紙
等
へ
の
掲

各
種
イ
ベ
ン
ト
会
場
な
ど

て
き
た

個人番号カード普及啓発活動
（令和元年さつまフェスタ）

光ブロードバンド整備完了が待遠しい   
（求名小付近）

泊
野
高
峰
公
民
会
の
施

(

幸)

答　

公
民
館
が
火
災
に
よ

所
に
約
25
㎡
の
プ
レ
ハ
ブ

を
設
置
す
る

介
護
保
険
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
　
　

　
　
　
（
第
２
号
）

基
金
へ
の
積
立
が
あ
る

答　

介
護
保
険
事
業
計
画

に
基
づ
き
３
年
に
１
回
見

適
切
に
運
営
で
き
る
よ
う

は
お
お
む
ね
計
画
ど
お
り

に
運
営
で
き
て
い
る

旧
薩
摩
庁
舎
の
外
壁
補

答
　
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
に
貸

付
け
し
て
い
る
議
会
棟
の

２
階
ひ
さ
し
の
モ
ル
タ
ル

部
分
が
落
下
し
た
た
め
調

査
し
た
と
こ
ろ
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
一
部
が
経
年
劣

化
に
よ
る
も
の
で
補
修
が

必
要
と
な
っ
た
。

常任委員会審査
委員会審査の中で出された質疑、意見などの主な事項を掲載しています。
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問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

　
　
ル
ス
感
染
者
が
発
生

し
た
場
合
、
保
健
所
や
医

療
機
関
等
と
の
連
携
体
制

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
。
ま
た
、
第
２
波
が

到
来
し
た
場
合
の
支
援
策

を
再
度
検
討
す
る
考
え
は

な
い
か
。

 　新改　秀作 議員

答
　
川
薩
保
健
所
か
ら

　
　
保
健
福
祉
課
へ
一
報

が
入
る
と
、
連
絡
を
受
け

た
職
員
か
ら
報
告
を
受
け
、

対
策
本
部
会
議
を
招
集
し

対
応
す
る
。
ま
た
、
第
２

波
が
到
来
し
た
と
き
は
、

各
種
の
支
援
策
を
含
め
た

検
討
を
行
う
。

通
学
路
の
安
全
対
策
は

問
　
通
学
路
の
危
険
箇

　
　
所
の
チ
ェ
ッ
ク
は
、

定
期
的
に
行
わ
れ
て
い
る

か
。
ま
た
、
危
険
箇
所
や

事
故
発
生
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
等
の
見
直
し
は
行
わ
れ

て
い
る
か
。

 

 

介
護
施
設
等
の
予
防
策
は

町
長
／
注
視
し
対
策
を
講
じ
る

問
　
介
護
及
び
福
祉
施

　
　
設
等
は
、
ど
の
よ
う

な
予
防
策
を
と
っ
て
い
る

か
。
ま
た
、
今
後
、
感
染

症
の
影
響
で
廃
業
す
る
事

業
所
も
出
て
く
る
可
能
性

も
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

対
応
は
ど
う
か
。

 

問
　
学
校
内
の
危
険
箇

　
　
所
に
つ
い
て
は
、
定

期
的
に
行
っ
て
い
る
か
。

運
動
場
の
排
水
対
策
に
つ

い
て
は
、
以
前
か
ら
指
摘

し
て
い
た
が
、
進
捗
状
況

は
ど
う
か
。

答　

学
校
か
ら
提
出
さ

見
極
め
な
が
ら
進
め
て
い

傷
す
る
お
そ
れ
も
あ
り

正
門
付
近
か
ら
排
水
対
策

を
施
工
し
て
い
く

備蓄態勢は十分か

町長／さらに必要と考えている

答　

防
犯
の
観
点
か
ら

な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し

に
随
時
必
要
な
対
策
を
講

じ
る

危険箇所点検の様子（佐志小校区）

答　

厚
生
労
働
省
か
ら

　
　

感
染
拡
大
防
止
の
た

め
の
留
意
点
が
示
さ
れ
て

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え

県
と
も
連
携
し
な
が
ら

対
策
を
講
じ
て
い
く

川薩保健所との連絡を取り合う保健福祉課

医療機関との連携と支援策は

町長／検討しながら進める

感
染
対
策

教
育
長
／
状
況
を
見
極
め
て
対
応

　
　
　
　正
門
付
近
か
ら
施
工
す
る

教育環境

学
校
の
安
全
対
策
と
排
水
対
策
は

問
　 

災
害
時
に
お
け
る

　
　
避
難
所
で
の
感
染
症

防
止
対
策
が
新
た
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
が
、
災
害

時
に
お
け
る
本
町
で
の
取

組
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
か
。

 宮之脇　尚美 議員

答　

 

国
か
ら
避
難
所
等

　
　

で
の
感
染
症
防
止
対

策
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で

こ
れ
ら
を
参
考
に
対
応
し

問
題
は
発
生
し
て
い
な
い

の
調
達
と
備
蓄
を
含
め

避
難
所
の
分
散
化
な
ど
具

体
的
対
応
策
を
検
討
し
て

い
く

問
　
災
害
種
別
に
よ
る

　
　
避
難
所
の
見
直
し
と

避
難
所
の
環
境
改
善
を
図

る
べ
き
と
考
え
る
が
、
現

在
の
検
討
状
況
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答
　 

国
が
示
す
避
難
所

　
　
に
つ
い
て
は
、
安
全

性
に
加
え
生
活
空
間
と
し

て
の
快
適
性
な
ど
も
求
め

ら
れ
て
お
り
、
現
在
の
町

の
指
定
避
難
所
だ
け
で
は

対
応
で
き
な
い
。
今
後
、

各
集
落
の
公
民
館
や
閉
校

し
た
校
舎
の
利
活
用
な
ど
、

新
た
な
避
難
所
の
確
保
と

機
能
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

災
害
種
別
に
よ
る
避
難
所
見
直
し
は

町
長
／
新
た
な
避
難
所
を
確
保町内には４１か所の指定避難所がある（鶴田中央公民館）

 

問
　
平
成
29
年
に
策
定

　
　
さ
れ
た
公
共
施
設
の

管
理
計
画
の
進
捗
状
況
と

年
間
の
施
設
管
理
経
費
の

総
額
は
ど
の
程
度
か
。

答
　 

現
在
、
施
設
毎
の

　
　
個
別
計
画
を
策
定
中

で
あ
る
。
年
間
の
経
常
的

な
管
理
経
費
は
、
８
億
円

か
ら
９
億
円
程
度
と
な
っ

て
い
る
が
、
今
後
の
財
政

運
営
等
に
支
障
が
生
じ
な

い
よ
う
類
似
施
設
の
統
廃

合
や
廃
止
を
含
め
、
管
理

経
費
の
一
層
の
削
減
に
努

め
て
い
く
。

老朽化が進んでいる宮之城文化センター（築４７年）

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問
関
係
の
記
事
は
、
各
議
員
か
ら
提
出
さ
れ

た
原
稿
を
基
に
、
質
問
議
員
の
責
任
に
お
い
て
掲
載

し
て
い
ま
す
。

一
般
質
問

町
長
／
個
別
計
画
を
策
定
中

施設管理

公
共
施
設
管
理
計
画
の
進
捗
は

避難所の感染症防止対策は

町長／国の指針により実施

避
難
所
対
策
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問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

　
　
ル
ス
感
染
者
が
発
生

し
た
場
合
、
保
健
所
や
医

療
機
関
等
と
の
連
携
体
制

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
。
ま
た
、
第
２
波
が

到
来
し
た
場
合
の
支
援
策

を
再
度
検
討
す
る
考
え
は

な
い
か
。

 　新改　秀作 議員

答
　
川
薩
保
健
所
か
ら

　
　
保
健
福
祉
課
へ
一
報

が
入
る
と
、
連
絡
を
受
け

た
職
員
か
ら
報
告
を
受
け
、

対
策
本
部
会
議
を
招
集
し

対
応
す
る
。
ま
た
、
第
２

波
が
到
来
し
た
と
き
は
、

各
種
の
支
援
策
を
含
め
た

検
討
を
行
う
。

通
学
路
の
安
全
対
策
は

問
　
通
学
路
の
危
険
箇

　
　
所
の
チ
ェ
ッ
ク
は
、

定
期
的
に
行
わ
れ
て
い
る

か
。
ま
た
、
危
険
箇
所
や

事
故
発
生
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
等
の
見
直
し
は
行
わ
れ

て
い
る
か
。

 

 

介
護
施
設
等
の
予
防
策
は

町
長
／
注
視
し
対
策
を
講
じ
る

問
　
介
護
及
び
福
祉
施

　
　
設
等
は
、
ど
の
よ
う

な
予
防
策
を
と
っ
て
い
る

か
。
ま
た
、
今
後
、
感
染

症
の
影
響
で
廃
業
す
る
事

業
所
も
出
て
く
る
可
能
性

も
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

対
応
は
ど
う
か
。

 

問
　
学
校
内
の
危
険
箇

　
　
所
に
つ
い
て
は
、
定

期
的
に
行
っ
て
い
る
か
。

運
動
場
の
排
水
対
策
に
つ

い
て
は
、
以
前
か
ら
指
摘

し
て
い
た
が
、
進
捗
状
況

は
ど
う
か
。

答　

学
校
か
ら
提
出
さ

見
極
め
な
が
ら
進
め
て
い

傷
す
る
お
そ
れ
も
あ
り

正
門
付
近
か
ら
排
水
対
策

を
施
工
し
て
い
く

備蓄態勢は十分か

町長／さらに必要と考えている

答　

防
犯
の
観
点
か
ら

な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し

に
随
時
必
要
な
対
策
を
講

じ
る

危険箇所点検の様子（佐志小校区）

答　

厚
生
労
働
省
か
ら

　
　

感
染
拡
大
防
止
の
た

め
の
留
意
点
が
示
さ
れ
て

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え

県
と
も
連
携
し
な
が
ら

対
策
を
講
じ
て
い
く

川薩保健所との連絡を取り合う保健福祉課

医療機関との連携と支援策は

町長／検討しながら進める

感
染
対
策

教
育
長
／
状
況
を
見
極
め
て
対
応

　
　
　
　正
門
付
近
か
ら
施
工
す
る

教育環境

学
校
の
安
全
対
策
と
排
水
対
策
は

問
　 

災
害
時
に
お
け
る

　
　
避
難
所
で
の
感
染
症

防
止
対
策
が
新
た
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
が
、
災
害

時
に
お
け
る
本
町
で
の
取

組
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
か
。

 宮之脇　尚美 議員

答　

 

国
か
ら
避
難
所
等

　
　

で
の
感
染
症
防
止
対

策
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で

こ
れ
ら
を
参
考
に
対
応
し

問
題
は
発
生
し
て
い
な
い

の
調
達
と
備
蓄
を
含
め

避
難
所
の
分
散
化
な
ど
具

体
的
対
応
策
を
検
討
し
て

い
く

問
　
災
害
種
別
に
よ
る

　
　
避
難
所
の
見
直
し
と

避
難
所
の
環
境
改
善
を
図

る
べ
き
と
考
え
る
が
、
現

在
の
検
討
状
況
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答
　 

国
が
示
す
避
難
所

　
　
に
つ
い
て
は
、
安
全

性
に
加
え
生
活
空
間
と
し

て
の
快
適
性
な
ど
も
求
め

ら
れ
て
お
り
、
現
在
の
町

の
指
定
避
難
所
だ
け
で
は

対
応
で
き
な
い
。
今
後
、

各
集
落
の
公
民
館
や
閉
校

し
た
校
舎
の
利
活
用
な
ど
、

新
た
な
避
難
所
の
確
保
と

機
能
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

災
害
種
別
に
よ
る
避
難
所
見
直
し
は

町
長
／
新
た
な
避
難
所
を
確
保町内には４１か所の指定避難所がある（鶴田中央公民館）

 

問
　
平
成
29
年
に
策
定

　
　
さ
れ
た
公
共
施
設
の

管
理
計
画
の
進
捗
状
況
と

年
間
の
施
設
管
理
経
費
の

総
額
は
ど
の
程
度
か
。

答
　 

現
在
、
施
設
毎
の

　
　
個
別
計
画
を
策
定
中

で
あ
る
。
年
間
の
経
常
的

な
管
理
経
費
は
、
８
億
円

か
ら
９
億
円
程
度
と
な
っ

て
い
る
が
、
今
後
の
財
政

運
営
等
に
支
障
が
生
じ
な

い
よ
う
類
似
施
設
の
統
廃

合
や
廃
止
を
含
め
、
管
理

経
費
の
一
層
の
削
減
に
努

め
て
い
く
。

老朽化が進んでいる宮之城文化センター（築４７年）

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問
関
係
の
記
事
は
、
各
議
員
か
ら
提
出
さ
れ

た
原
稿
を
基
に
、
質
問
議
員
の
責
任
に
お
い
て
掲
載

し
て
い
ま
す
。

一
般
質
問

町
長
／
個
別
計
画
を
策
定
中

施設管理

公
共
施
設
管
理
計
画
の
進
捗
は

避難所の感染症防止対策は

町長／国の指針により実施

避
難
所
対
策
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問
　
未
来
を
担
う
子
供 

　
　
た
ち
を
産
み
育
て
や

す
い
環
境
の
推
進
等
に
よ

り
人
口
減
少
対
策
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
と
思
う
が
、

成
果
と
課
題
は
。
ま
た
、

こ
う
の
と
り
支
援
事
業
に

は
、
本
町
独
自
の
施
策
が

必
要
と
感
じ
て
い
る
が
ど

う
か
。

 　川口　憲男 議員

答　

子
ど
も
た
ち
を
産

　
　

み
育
て
や
す
い
環
境

々
な
事
業
を
展
開
し
た
最

出
生
率
の
伸
び
悩
み
に
あ

な
か
難
し
い
と
思
う
が

今
後
も
少
子
化
対
策
と
し

取
り
組
ん
で
い
き
た
い

問
　
担
い
手
農
家
の
育

　
　
成
・
支
援
や
重
点
推

進
品
目
等
の
拡
大
を
図
り
、

農
産
物
加
工
品
の
付
加
価

値
を
高
め
、
農
家
の
所
得

向
上
に
努
め
る
考
え
は
。

ま
た
、
担
い
手
育
成
・
新

規
就
農
者
確
保
の
新
た
な

里
親
制
度
の
取
組
の
成
果

と
効
果
は
。

 

 

地
域
活
性
化
計
画
の
成
果
は

町
長
／
国
や
県
か
ら
高
い
評
価
で
あ
る

問
　
各
区
公
民
館
の
地

　
　
域
づ
く
り
活
性
化
計

画
は
最
終
年
を
迎
え
る
が
、

町
長
の
意
図
し
た
地
域
の

効
果
に
繋
が
っ
た
と
考
え

て
い
る
か
。
地
域
の
活
性

化
は
町
の
発
展
に
大
き
く

繋
が
る
と
考
え
る
。
更
な

る
成
長
の
施
策
が
必
要
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

 

農家所得の向上は

町長／６次産業化等に取り組む

答
　
町
の
基
幹
産
業
で

　
　
あ
る
農
業
は
、
担
い

手
不
足
が
深
刻
な
状
況
に

あ
る
。
平
成
19
年
６
月
に

担
い
手
育
成
支
援
室
を
設

置
し
、
認
定
農
業
者
や
新

規
就
農
者
等
の
確
保
と
育

成
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

国
や
県
で
も
担
い
手
確
保

に
努
力
し
て
お
り
、
様
々

な
施
策
で
問
題
解
決
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
６
次
産

業
化
等
に
取
り
組
み
、
農

家
所
得
向
上
に
努
め
る
。 認定農業者会議での若手農家によるプロジェクト発表

答　
　
　

域
の
資
源
を
活
か
し

た
イ
ベ
ン
ト
や
青
少
年
を

者
を
対
象
と
し
た
見
守
り

活
動
な
ど
組
織
的
な
活
動

が
展
開
さ
れ
て
い
る
地
域

金
確
保
の
た
め
に
焼
酎
用

の
サ
ツ
マ
イ
モ
を
栽
培
し

地
域
の
永
年
の
取
組
が
評

価
を
い
た
だ
い
て
い
る

計画づくり検討会の様子（佐志区）

乳幼児健診の様子

人口減少対策の取組は

町長／環境整備の充実に取り組む

施
策
成
果

問
　
民
間
業
者
の
販
売

　
　
と
開
発
公
社
が
行
う

販
売
で
大
き
な
違
い
は
何

だ
と
考
え
て
い
る
か
。
ま

た
、
現
在
残
っ
て
い
る
住

宅
用
地
の
販
売
方
法
に
問

題
は
な
い
か
。

 

 

　岸良　光廣 議員

問
　
中
小
事
業
者
継
続

　
　
緊
急
支
援
事
業
の
予

算
１
億
円
に
対
し
約
５
５

０
０
万
円
が
不
用
額
と
な

っ
た
が
、
事
業
対
象
者
の

売
上
げ
の
20
％
減
が
厳
し

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

事
業
者
へ
の
救
済
事
業
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
今
後

は
15
％
減
で
も
対
象
に
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

 

答　

 

国
は
50
％
減
で
あ

自
に
20
％
減
で
事
業
を
行

応
を
す
る
事
と
な
れ
ば
柔

軟
に
対
応
を
行
い
た
い

問
　
近
年
数
年
に
一
度

　
　
と
い
わ
れ
る
災
害
が

多
発
し
て
い
る
。
本
町
で

も
今
回
土
砂
災
害
が
発
生

し
た
が
民
地
へ
の
災
害
補

助
金
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。
災

害
復
旧
に
大
変
苦
慮
さ
れ

て
い
る
高
齢
者
が
お
ら
れ

る
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

集落内の町道清掃 事業者からの相談を受ける職員

世
帯
主
の
年
齢
は
満
65
歳
以
上

発
公
社
の
方
が
民
間
よ
り

金
額
が
高
い
の
が
現
状
で

発
公
社
が
資
金
を
借
入
れ

し
そ
の
他
の
経
費
を
プ
ラ

の
販
売
方
法
は
柔
軟
に
行

崩
土
除
去
費
補
助
金
は

町
長
／
上
限
10
万
円
補
助
す
る家屋に土砂が流入（令和２年７月豪雨）

分譲地販売中の東谷住宅団地

住宅用地の販売状況は

町長／販売方法の検討も必要

合
や
心
身
に
重
度
の
障
害

が
あ
る
場
合
で
、
崩
土
を

除
去
す
る
事
が
困
難
な
世

帯
に
対
し
て
上
限
10
万
円

を
補
助
で
き
る
。
宅
地
進

入
路
へ
の
崩
土
除
去
の
費

用
や
子
ど
も
が
町
内
に
居

住
し
て
い
る
世
帯
も
対
象

と
す
る
よ
う
見
直
し
た
。

答
　 

世
帯
主
が
満
70
歳

　
　
以
上
の
高
齢
者
の
場

答　
民
間
業
者
と
開
発

　
　

公
社
が
行
う
住
宅
用

緊急支援事業は十分か

町長／十分とは考えていない

事
業
支
援
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問
　
未
来
を
担
う
子
供 

　
　
た
ち
を
産
み
育
て
や

す
い
環
境
の
推
進
等
に
よ

り
人
口
減
少
対
策
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
と
思
う
が
、

成
果
と
課
題
は
。
ま
た
、

こ
う
の
と
り
支
援
事
業
に

は
、
本
町
独
自
の
施
策
が

必
要
と
感
じ
て
い
る
が
ど

う
か
。

 　川口　憲男 議員

答　

子
ど
も
た
ち
を
産

　
　

み
育
て
や
す
い
環
境

々
な
事
業
を
展
開
し
た
最

出
生
率
の
伸
び
悩
み
に
あ

な
か
難
し
い
と
思
う
が

今
後
も
少
子
化
対
策
と
し

取
り
組
ん
で
い
き
た
い

問
　
担
い
手
農
家
の
育

　
　
成
・
支
援
や
重
点
推

進
品
目
等
の
拡
大
を
図
り
、

農
産
物
加
工
品
の
付
加
価

値
を
高
め
、
農
家
の
所
得

向
上
に
努
め
る
考
え
は
。

ま
た
、
担
い
手
育
成
・
新

規
就
農
者
確
保
の
新
た
な

里
親
制
度
の
取
組
の
成
果

と
効
果
は
。

 

 

地
域
活
性
化
計
画
の
成
果
は

町
長
／
国
や
県
か
ら
高
い
評
価
で
あ
る

問
　
各
区
公
民
館
の
地

　
　
域
づ
く
り
活
性
化
計

画
は
最
終
年
を
迎
え
る
が
、

町
長
の
意
図
し
た
地
域
の

効
果
に
繋
が
っ
た
と
考
え

て
い
る
か
。
地
域
の
活
性

化
は
町
の
発
展
に
大
き
く

繋
が
る
と
考
え
る
。
更
な

る
成
長
の
施
策
が
必
要
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

 

農家所得の向上は

町長／６次産業化等に取り組む

答
　
町
の
基
幹
産
業
で

　
　
あ
る
農
業
は
、
担
い

手
不
足
が
深
刻
な
状
況
に

あ
る
。
平
成
19
年
６
月
に

担
い
手
育
成
支
援
室
を
設

置
し
、
認
定
農
業
者
や
新

規
就
農
者
等
の
確
保
と
育

成
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

国
や
県
で
も
担
い
手
確
保

に
努
力
し
て
お
り
、
様
々

な
施
策
で
問
題
解
決
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
６
次
産

業
化
等
に
取
り
組
み
、
農

家
所
得
向
上
に
努
め
る
。 認定農業者会議での若手農家によるプロジェクト発表

答　
　
　

域
の
資
源
を
活
か
し

た
イ
ベ
ン
ト
や
青
少
年
を

者
を
対
象
と
し
た
見
守
り

活
動
な
ど
組
織
的
な
活
動

が
展
開
さ
れ
て
い
る
地
域

金
確
保
の
た
め
に
焼
酎
用

の
サ
ツ
マ
イ
モ
を
栽
培
し

地
域
の
永
年
の
取
組
が
評

価
を
い
た
だ
い
て
い
る

計画づくり検討会の様子（佐志区）

乳幼児健診の様子

人口減少対策の取組は

町長／環境整備の充実に取り組む

施
策
成
果

問
　
民
間
業
者
の
販
売

　
　
と
開
発
公
社
が
行
う

販
売
で
大
き
な
違
い
は
何

だ
と
考
え
て
い
る
か
。
ま

た
、
現
在
残
っ
て
い
る
住

宅
用
地
の
販
売
方
法
に
問

題
は
な
い
か
。

 

 

　岸良　光廣 議員

問
　
中
小
事
業
者
継
続

　
　
緊
急
支
援
事
業
の
予

算
１
億
円
に
対
し
約
５
５

０
０
万
円
が
不
用
額
と
な

っ
た
が
、
事
業
対
象
者
の

売
上
げ
の
20
％
減
が
厳
し

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

事
業
者
へ
の
救
済
事
業
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
今
後

は
15
％
減
で
も
対
象
に
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

 

答　

 

国
は
50
％
減
で
あ

自
に
20
％
減
で
事
業
を
行

応
を
す
る
事
と
な
れ
ば
柔

軟
に
対
応
を
行
い
た
い

問
　
近
年
数
年
に
一
度

　
　
と
い
わ
れ
る
災
害
が

多
発
し
て
い
る
。
本
町
で

も
今
回
土
砂
災
害
が
発
生

し
た
が
民
地
へ
の
災
害
補

助
金
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。
災

害
復
旧
に
大
変
苦
慮
さ
れ

て
い
る
高
齢
者
が
お
ら
れ

る
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

集落内の町道清掃 事業者からの相談を受ける職員

世
帯
主
の
年
齢
は
満
65
歳
以
上

発
公
社
の
方
が
民
間
よ
り

金
額
が
高
い
の
が
現
状
で

発
公
社
が
資
金
を
借
入
れ

し
そ
の
他
の
経
費
を
プ
ラ

の
販
売
方
法
は
柔
軟
に
行

崩
土
除
去
費
補
助
金
は

町
長
／
上
限
10
万
円
補
助
す
る家屋に土砂が流入（令和２年７月豪雨）

分譲地販売中の東谷住宅団地

住宅用地の販売状況は

町長／販売方法の検討も必要

合
や
心
身
に
重
度
の
障
害

が
あ
る
場
合
で
、
崩
土
を

除
去
す
る
事
が
困
難
な
世

帯
に
対
し
て
上
限
10
万
円

を
補
助
で
き
る
。
宅
地
進

入
路
へ
の
崩
土
除
去
の
費

用
や
子
ど
も
が
町
内
に
居

住
し
て
い
る
世
帯
も
対
象

と
す
る
よ
う
見
直
し
た
。

答
　 

世
帯
主
が
満
70
歳

　
　
以
上
の
高
齢
者
の
場

答　
民
間
業
者
と
開
発

　
　

公
社
が
行
う
住
宅
用

緊急支援事業は十分か

町長／十分とは考えていない

事
業
支
援

No.63 さつま町議会だより9



問
　
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

　
　
関
連
で
こ
れ
ま
で
財

政
調
整
基
金
を
取
り
崩
し

て
き
た
が
、
こ
れ
か
ら
追

加
の
コ
ロ
ナ
関
連
対
策
費

や
台
風
や
大
雨
等
の
災
害

対
策
事
業
費
に
対
し
て
ど

の
程
度
の
額
を
見
込
ん
で

い
る
か
。
そ
の
結
果
と
し

て
年
度
末
の
最
終
残
高
は

ど
の
く
ら
い
と
な
る
か
。

 　田野　光彦 議員

答
　
計
画
的
な
財
政
運

　
　
営
の
た
め
積
立
を

行
っ
て
き
て
い
る
が
、
令

和
元
年
度
末
は
約
44
億
７

０
０
０
万
円
と
な
っ
て
い

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
関

連
に
伴
う
財
源
等
を
加
え

て
総
額
で
約
12
億
円
の
取

崩
し
と
な
り
、
最
終
的
に

は
前
年
度
末
と
比
較
す
る

と
17.

7
％
の
減
少
率
に

な
る
。

 

 

財
政
調
整
基
金
の
割
合
は

町
長
／
残
高
30
億
円
の
維
持
に
努
め
る

問
　
標
準
財
政
規
模
に

　
　
対
す
る
財
政
調
整
基

金
は
、
ど
の
程
度
の
割
合

を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
そ
の
割
合
に
対
し

て
町
独
自
の
根
拠
は
。

答　

各
学
校
に
お
い
て

　
　

バ
ラ
ツ
キ
が
あ
る
が

本
町
で
は
小
・
中
学
校
平

均
で
３.

４
人
に
１
台
と

度
か
ら
の
運
用
に
向
け
て

鋭
意
準
備
を
進
め
て
い
る

授業力向上オープンセミナーの様子

％
が
適
正
と
一
般
的
に
言

わ
れ
て
い
る
。
令
和
元
年

度
は
56.

5
％
と
の
こ
と

で
あ
る
が
中
長
期
的
な
観

点
か
ら
基
金
残
高
30
億
円

(

約
40
％)

の
維
持
に
努
め

た
い
。
予
期
せ
ぬ
財
政
支

出
等
に
備
え
る
た
め
に
も
、

将
来
、
財
政
調
整
基
金
の

積
立
は
必
要
で
あ
る
。

答　

標
準
財
政
調
整
基

　
　

金
の
割
合
は
10

20

財政調整基金の状況は

町長／２年度末は約37億円の見込み

財
政
運
営

教
育
長
／
来
年
度
か
ら
運
用

教育行政

教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
取
組
は

問
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
伴
う

　
　
機
材
は
そ
ろ
っ
て
も

そ
れ
を
教
え
る
教
職
員
の

操
作
技
術
や
能
力
が
十
分

で
な
い
と
児
童
・
生
徒
は

伸
び
て
い
か
な
い
と
考
え

る
。
そ
の
た
め
の
研
修
等

は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い

る
か
。

《
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
》

　
児
童
生
徒
に
一
人
１
台
の
学

習
用
パ
ソ
コ
ン
と
高
速
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
環
境
な
ど
を
整
備
す
る

計
画
。

《
Ｉ
Ｃ
Ｔ
》

　
様
々
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使

っ
た
情
報
通
信
技
術
。

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
実
践

や
、
外
部
講
師
を
招
き
講

習
会
を
開
く
な
ど
、
指
導

技
術
の
向
上
に
向
け
た
研

修
を
行
っ
て
い
く
。

教
職
員
の
研
修
は

教
育
長
／
指
導
技
術
向
上
を
目
指
す

答
　
平
成
27
年
度
か
ら

　
　
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を

導
入
し
、
多
く
の
教
職
員

が
積
極
的
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
て
い
る
。
し
か
し
、

操
作
技
能
に
は
個
人
差
が

問
　
全
国
の
小
・
中
学

　
　
校
の
パ
ソ
コ
ン
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
状

況
は
、
２
０
１
９
年
３
月

時
点
で
５.

４
人
に
１
台

と
さ
れ
て
い
る
が
、
町
内

の
小
・
中
学
校
の
現
状
は
。

ま
た
、
町
で
は
こ
の
教
育

の
情
報
通
信
技
術
化
に
対

し
て
、
ど
の
よ
う
な
取
組

を
考
え
て
い
る
か
。

計画的な財政運営を目指す財政課

問
　
全
国
の
荒
茶
生
産

　
　
量
の
本
県
割
合
は
増

加
傾
向
に
あ
り
、
茶
産
地

と
し
て
の
期
待
が
高
ま
っ

て
い
る
が
、
荒
茶
価
格
の

低
迷
等
で
茶
業
経
営
を
取

り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し

て
厳
し
い
。
荒
茶
の
原
料

供
給
県
を
脱
し
、
収
益
力

を
増
す
た
め
の
施
策
は
。

 　森山　大 議員

問
　
鹿
児
島
県
の
農
業

　
　
産
出
額
は
全
国
２
位

で
生
産
農
業
所
得
率
は
全

国
最
下
位
で
あ
る
。
原
材

料
供
給
県
か
ら
脱
却
し
、

農
産
物
の
生
産
・
供
給
体

制
の
強
化
や
付
加
価
値
を

高
め
、
儲
か
る
農
業
を
目

指
す
に
は
、
ど
の
よ
う
な

具
体
的
対
策
が
必
要
と
考

え
る
か
。

 

答
　 
県
の
農
業
産
出
額

　
　
の
約
65
％
を
畜
産
が

占
め
て
お
り
、
肥
育
・
養

鶏
部
門
で
所
得
率
が
低
い

こ
と
が
影
響
し
て
い
る
。

本
町
で
は
儲
か
る
農
業
を

目
指
す
た
め
、
農
地
の
集

約
や
団
地
化
を
推
進
す
る

た
め
の
基
盤
整
備
や
さ
と

い
も
・
か
ぼ
ち
ゃ
・
ご
ぼ

う
な
ど
高
収
益
作
物
の
面

積
拡
大
を
図
り
、
農
家
所

得
の
向
上
を
図
り
た
い
。

問
　
今
年
の
梅
雨
も
豪

　
　
雨
に
見
舞
わ
れ
、
尊

い
人
命
や
貴
重
な
財
産
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
災
害
経

験
が
通
用
し
な
い
時
代
に

な
っ
た
。
公
助
に
は
限
界

が
あ
る
。
自
助
共
助
で
自

ら
の
命
と
地
域
を
守
る
防

災
力
向
上
の
推
進
は
。

答
　 

本
町
で
は
地
域
防

　
　
災
力
向
上
の
た
め
、

各
地
域
で
自
主
防
災
組
織

化
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

現
在
約
97
％
で
あ
る
。
毎

年
５
月
に
町
内
一
斉
防
災

訓
練
で
避
難
訓
練
等
を
実

施
し
て
お
り
、
さ
ら
に
地

域
で
防
災
士
の
研
修
が
で

き
な
い
か
検
討
し
て
い
る
。

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る

こ
と
が
基
本
で
あ
り
啓
発

に
努
め
た
い
。

答 

生
産
者
・
関
係
機

　
　

関
に
よ
る
相
互
求
評

ど
の
茶
園
管
理
検
討
会

経
営
分
析
に
よ
る
経
営
改

善
計
画
の
見
直
し
の
取
組

業
の
魅
力
や
潜
在
力
を
生

の
茶
づ
く
り
に
向
け
て

関
係
機
関
と
連
携
し
茶
業

振
興
に
努
め
る

かぼちゃ栽培講習会の様子

問
　
過
疎
地
の
保
育
園

　
　
で
は
、
園
児
数
の
減

少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず

危
機
感
を
募
ら
せ
、
少
子

化
が
保
育
園
や
利
用
者
に

影
を
落
と
し
て
い
る
。
保

育
士
不
足
も
深
刻
な
状
況

に
あ
る
。
多
様
な
課
題
の

中
で
、
地
域
差
を
な
く
す

た
め
の
き
め
細
か
な
子
育

て
支
援
を
ど
う
実
現
し
て

い
く
考
え
か
。

答
　 

少
子
化
に
伴
い
園

　
　
児
が
減
少
す
る
中
で
、

各
園
で
園
児
獲
得
の
た
め

の
特
色
あ
る
園
の
経
営
や

認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行
、

定
員
管
理
等
努
力
し
て
い

る
。
地
域
の
保
育
園
が
存

続
で
き
る
よ
う
に
、
事
務

手
続
等
の
支
援
や
資
質
向

上
の
研
修
会
等
を
継
続
し

て
開
催
し
た
い
。

町
長
／
高
収
益
作
物
の
面
積
拡
大

農業政策

儲
か
る
農
業
を
目
指
す
に
は

過疎地保育の
解消策は

町長／研修会等の
　　　継続実施

子
育
て
支
援

町
長
／
自
助
共
助
の
啓
発
に
努
め
る

防災対策

防
災
力
強
化
の
推
進
は

収益力を増す施策は

町長／関係機関と連携し振興を図る

茶
業
振
興
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問
　
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

　
　
関
連
で
こ
れ
ま
で
財

政
調
整
基
金
を
取
り
崩
し

て
き
た
が
、
こ
れ
か
ら
追

加
の
コ
ロ
ナ
関
連
対
策
費

や
台
風
や
大
雨
等
の
災
害

対
策
事
業
費
に
対
し
て
ど

の
程
度
の
額
を
見
込
ん
で

い
る
か
。
そ
の
結
果
と
し

て
年
度
末
の
最
終
残
高
は

ど
の
く
ら
い
と
な
る
か
。

 　田野　光彦 議員

答
　
計
画
的
な
財
政
運

　
　
営
の
た
め
積
立
を

行
っ
て
き
て
い
る
が
、
令

和
元
年
度
末
は
約
44
億
７

０
０
０
万
円
と
な
っ
て
い

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
関

連
に
伴
う
財
源
等
を
加
え

て
総
額
で
約
12
億
円
の
取

崩
し
と
な
り
、
最
終
的
に

は
前
年
度
末
と
比
較
す
る

と
17.

7
％
の
減
少
率
に

な
る
。

 

 

財
政
調
整
基
金
の
割
合
は

町
長
／
残
高
30
億
円
の
維
持
に
努
め
る

問
　
標
準
財
政
規
模
に

　
　
対
す
る
財
政
調
整
基

金
は
、
ど
の
程
度
の
割
合

を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
そ
の
割
合
に
対
し

て
町
独
自
の
根
拠
は
。

答　

各
学
校
に
お
い
て

　
　

バ
ラ
ツ
キ
が
あ
る
が

本
町
で
は
小
・
中
学
校
平

均
で
３.

４
人
に
１
台
と

度
か
ら
の
運
用
に
向
け
て

鋭
意
準
備
を
進
め
て
い
る

授業力向上オープンセミナーの様子

％
が
適
正
と
一
般
的
に
言

わ
れ
て
い
る
。
令
和
元
年

度
は
56.

5
％
と
の
こ
と

で
あ
る
が
中
長
期
的
な
観

点
か
ら
基
金
残
高
30
億
円

(

約
40
％)

の
維
持
に
努
め

た
い
。
予
期
せ
ぬ
財
政
支

出
等
に
備
え
る
た
め
に
も
、

将
来
、
財
政
調
整
基
金
の

積
立
は
必
要
で
あ
る
。

答　

標
準
財
政
調
整
基

　
　

金
の
割
合
は
10

20

財政調整基金の状況は

町長／２年度末は約37億円の見込み

財
政
運
営

教
育
長
／
来
年
度
か
ら
運
用

教育行政

教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
取
組
は

問
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
伴
う

　
　
機
材
は
そ
ろ
っ
て
も

そ
れ
を
教
え
る
教
職
員
の

操
作
技
術
や
能
力
が
十
分

で
な
い
と
児
童
・
生
徒
は

伸
び
て
い
か
な
い
と
考
え

る
。
そ
の
た
め
の
研
修
等

は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い

る
か
。

《
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
》

　
児
童
生
徒
に
一
人
１
台
の
学

習
用
パ
ソ
コ
ン
と
高
速
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
環
境
な
ど
を
整
備
す
る

計
画
。

《
Ｉ
Ｃ
Ｔ
》

　
様
々
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使

っ
た
情
報
通
信
技
術
。

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
実
践

や
、
外
部
講
師
を
招
き
講

習
会
を
開
く
な
ど
、
指
導

技
術
の
向
上
に
向
け
た
研

修
を
行
っ
て
い
く
。

教
職
員
の
研
修
は

教
育
長
／
指
導
技
術
向
上
を
目
指
す

答
　
平
成
27
年
度
か
ら

　
　
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を

導
入
し
、
多
く
の
教
職
員

が
積
極
的
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
て
い
る
。
し
か
し
、

操
作
技
能
に
は
個
人
差
が

問
　
全
国
の
小
・
中
学

　
　
校
の
パ
ソ
コ
ン
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
状

況
は
、
２
０
１
９
年
３
月

時
点
で
５.

４
人
に
１
台

と
さ
れ
て
い
る
が
、
町
内

の
小
・
中
学
校
の
現
状
は
。

ま
た
、
町
で
は
こ
の
教
育

の
情
報
通
信
技
術
化
に
対

し
て
、
ど
の
よ
う
な
取
組

を
考
え
て
い
る
か
。

計画的な財政運営を目指す財政課

問
　
全
国
の
荒
茶
生
産

　
　
量
の
本
県
割
合
は
増

加
傾
向
に
あ
り
、
茶
産
地

と
し
て
の
期
待
が
高
ま
っ

て
い
る
が
、
荒
茶
価
格
の

低
迷
等
で
茶
業
経
営
を
取

り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し

て
厳
し
い
。
荒
茶
の
原
料

供
給
県
を
脱
し
、
収
益
力

を
増
す
た
め
の
施
策
は
。

 　森山　大 議員

問
　
鹿
児
島
県
の
農
業

　
　
産
出
額
は
全
国
２
位

で
生
産
農
業
所
得
率
は
全

国
最
下
位
で
あ
る
。
原
材

料
供
給
県
か
ら
脱
却
し
、

農
産
物
の
生
産
・
供
給
体

制
の
強
化
や
付
加
価
値
を

高
め
、
儲
か
る
農
業
を
目

指
す
に
は
、
ど
の
よ
う
な

具
体
的
対
策
が
必
要
と
考

え
る
か
。

 

答
　 

県
の
農
業
産
出
額

　
　
の
約
65
％
を
畜
産
が

占
め
て
お
り
、
肥
育
・
養

鶏
部
門
で
所
得
率
が
低
い

こ
と
が
影
響
し
て
い
る
。

本
町
で
は
儲
か
る
農
業
を

目
指
す
た
め
、
農
地
の
集

約
や
団
地
化
を
推
進
す
る

た
め
の
基
盤
整
備
や
さ
と

い
も
・
か
ぼ
ち
ゃ
・
ご
ぼ

う
な
ど
高
収
益
作
物
の
面

積
拡
大
を
図
り
、
農
家
所

得
の
向
上
を
図
り
た
い
。

問
　
今
年
の
梅
雨
も
豪

　
　
雨
に
見
舞
わ
れ
、
尊

い
人
命
や
貴
重
な
財
産
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
災
害
経

験
が
通
用
し
な
い
時
代
に

な
っ
た
。
公
助
に
は
限
界

が
あ
る
。
自
助
共
助
で
自

ら
の
命
と
地
域
を
守
る
防

災
力
向
上
の
推
進
は
。

答
　 

本
町
で
は
地
域
防

　
　
災
力
向
上
の
た
め
、

各
地
域
で
自
主
防
災
組
織

化
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

現
在
約
97
％
で
あ
る
。
毎

年
５
月
に
町
内
一
斉
防
災

訓
練
で
避
難
訓
練
等
を
実

施
し
て
お
り
、
さ
ら
に
地

域
で
防
災
士
の
研
修
が
で

き
な
い
か
検
討
し
て
い
る
。

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る

こ
と
が
基
本
で
あ
り
啓
発

に
努
め
た
い
。

答 

生
産
者
・
関
係
機

　
　

関
に
よ
る
相
互
求
評

ど
の
茶
園
管
理
検
討
会

経
営
分
析
に
よ
る
経
営
改

善
計
画
の
見
直
し
の
取
組

業
の
魅
力
や
潜
在
力
を
生

の
茶
づ
く
り
に
向
け
て

関
係
機
関
と
連
携
し
茶
業

振
興
に
努
め
る

かぼちゃ栽培講習会の様子

問
　
過
疎
地
の
保
育
園

　
　
で
は
、
園
児
数
の
減

少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず

危
機
感
を
募
ら
せ
、
少
子

化
が
保
育
園
や
利
用
者
に

影
を
落
と
し
て
い
る
。
保

育
士
不
足
も
深
刻
な
状
況

に
あ
る
。
多
様
な
課
題
の

中
で
、
地
域
差
を
な
く
す

た
め
の
き
め
細
か
な
子
育

て
支
援
を
ど
う
実
現
し
て

い
く
考
え
か
。

答
　 

少
子
化
に
伴
い
園

　
　
児
が
減
少
す
る
中
で
、

各
園
で
園
児
獲
得
の
た
め

の
特
色
あ
る
園
の
経
営
や

認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行
、

定
員
管
理
等
努
力
し
て
い

る
。
地
域
の
保
育
園
が
存

続
で
き
る
よ
う
に
、
事
務

手
続
等
の
支
援
や
資
質
向

上
の
研
修
会
等
を
継
続
し

て
開
催
し
た
い
。

町
長
／
高
収
益
作
物
の
面
積
拡
大

農業政策

儲
か
る
農
業
を
目
指
す
に
は

過疎地保育の
解消策は

町長／研修会等の
　　　継続実施

子
育
て
支
援

町
長
／
自
助
共
助
の
啓
発
に
努
め
る

防災対策

防
災
力
強
化
の
推
進
は

収益力を増す施策は

町長／関係機関と連携し振興を図る

茶
業
振
興
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○日程等は、防災行政無線放送や町ホー

ムページで事前にお知らせいたします。

○鶴田支所、薩摩支所のロビーに設置し

てあるテレビやインターネット　（YouTube）

で、本会議の中継を視聴することができます。

　　　　（過去動画は約６か月間視聴できます）

町議会は、町の予算や身近な問題について話し合う大切な場所です。

≪新型コロナウイルス感染予防対策として≫

傍聴席に入る前に、手指の消毒、マスク着用

をお願いします。（消毒液を設置しています）

令和２年第４回(１２月)定例会

は１２月７日開会予定です。

議
長
の
動
静 

(
 

令
和
２

10
月 

)

※
主
な
会
議
・
行
事

 

 

ＱＲコードを読み取る

とライブ中継画面のペ

ージが表示されます。

議会情報を満載
《さつま町ホームページ》
http://www.satsuma-net.jp

トップページの下の画面

から議会情報をご覧にな

れます。

議会傍聴へお越しください

人

権

擁

護

委

員

候

補

者

の

推

薦

本
田 

61

　
　
　
　
　
　
　

柏
原
区

【
任
期
】

令
和
３
年
１
月
１
日
～

令
和
５
年
12
月
31
日

 

《表紙紹介》
　中津川小学校５・６年生の
学習田での稲刈りの様子。
　地域の良さを生かした特色
ある教育活動の一環として、
種もみから米づくりを実施し
ています。
　刈り取ったもち米は、創立
140周年記念式典及び学習発
表会がある11月29日にもちつ
き大会をして、中津川の自
然・人々に感謝してみんなで
食べるそうです。

◆
８
月
◆

４
日
（
火
）
町
振
興
計
画
審
議
会

７
日
（
金
）
「
道
の
日
」
清
掃
作
業

20
日
（
木
）
湧
水
町
議
会
行
政
視
察

◆
９
月
◆

13
日
（
日
）
宮
之
城
中
学
校
第
２
回
体
育
大
会
　
　
　

20
日
（
日
）
各
小
学
校
運
動
会
（
中
津
川
、
佐
志
、
流
水
、
求
名
）

◆
10
月
◆

８
日
（
木
）
「
木
の
日
」
要
望
面
談

13
日
（
火
）
県
下
一
周
・
地
区
対
抗
女
子
駅
伝
競
走
大
会
川
薩
地
区

　
　
　
　
　
臨
時
運
営
委
員
会
【
薩
摩
川
内
市
】

19
日
（
月
）
国
道
５
０
４
号
さ
つ
ま
町
・
出
水
市
区
間
改
良
整
備
促

　
　
　
　
　
進
議
員
期
成
会
総
会
【
出
水
市
】
　
　

20
日
（
火
）
北
薩
空
港
幹
線
道
路
整
備
促
進
期
成
会
県
要
望
会
　
　

　
　
　
　
　
鹿
児
島
・
大
口
幹
線
道
路
整
備
促
進
期
成
会
県
要
望
会

　
　
　
　
　
国
道
３
２
８
号
整
備
促
進
期
成
会
県
要
望

　
　
　
　
　
国
道
５
０
４
号
さ
つ
ま
町
・
出
水
市
区
間
改
良
整
備
促

　
　
　
　
　
進
議
員
期
成
会
県
要
望
【
鹿
児
島
市
】

29
日
（
木
）
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
令
和
元
年
度
決
算
審
査
並
び

　
　
　
　
　
に
令
和
２
年
度
財
務
監
査
【
鹿
児
島
市
】

30
日
（
金
）
薩
摩
中
央
高
等
学
校
振
興
対
策
に
関
す
る
県
教
育
長
へ

　
　
　
　
　
の
要
望
【
鹿
児
島
市
】
　
　
　

　　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た
め
、
各
種
会
議
や

イ
ベ
ン
ト
等
が
中
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
　
次
の
任
期
に
向
け

　
　
た
意
欲
に
つ
い
て
、

３
月
定
例
会
の
時
点
で
は

明
ら
か
に
さ
れ
ず
、
し
か

る
べ
き
時
期
に
な
っ
た
ら

表
明
し
た
い
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
町
長
の
任
期
も

残
り
半
年
余
り
と
な
っ
た

現
在
は
ど
の
よ
う
な
心
境

か
。

 

 

　岩元　涼一 議員

問
　
国
が
減
反
政
策
を

　
　
見
直
し
各
自
治
体
の

判
断
に
よ
る
作
付
け
に
移

行
し
た
結
果
、
今
年
産
の

米
価
は
下
落
傾
向
に
あ
る
。

今
後
の
価
格
動
向
に
よ
っ

て
は
、
国
が
進
め
て
い
る

新
規
需
要
米
へ
の
取
組
を

検
討
し
、
農
家
が
選
択
し

や
す
い
体
制
を
つ
く
れ
な

い
か
。

 

答
　 

平
成
30
年
度
以
降
、

　
　
各
農
家
が
営
農
計
画

書
を
作
成
し
米
を
作
付
け

し
て
い
る
。
本
町
の
新
規

需
要
米
で
あ
る
が
、
Ｗ
Ｃ

Ｓ
は
前
年
比
12 

ha
の
減
、

飼
料
用
米
が
同
じ
く
28 

ha

の
減
で
あ
る
。
加
工
用
米

は
35 

ha
増
え
て
お
り
、
産

地
交
付
金
を
活
用
し
て
転

換
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
　
高
齢
化
と
担
い
手

　
　
の
減
少
は
地
域
を
疲

弊
さ
せ
て
い
る
。
特
に
周

辺
部
は
そ
の
傾
向
が
顕
著

で
あ
る
。
町
で
も
各
種
施

策
を
講
じ
て
い
る
が
思
う

よ
う
に
進
ん
で
い
な
い
。

農
地
集
積
バ
ン
ク
を
活
用

し
、
町
外
か
ら
の
希
望
者

を
担
い
手
と
し
て
募
集
で

き
な
い
か
。

答　

 

国
が
農
地
バ
ン
ク

　
　

を
設
置
し
て
貸
し
借

り
を
一
元
化
し
た
こ
と
で

労
力
不
足
か
ら
借
り
手
が

見
つ
か
ら
な
い
事
態
も
散

外
か
ら
の
借
り
手
も
ひ
と

係
機
関
と
の
連
携
を
図
り

意
向
把
握
に
努
め
る

答 

今
月
を
含
め
残
り

任
期
中
は
豪
雨
被
害
か
ら

の
復
旧
や
鶴
田
ダ
ム
の
再

育
て
支
援
策
の
拡
充
に
努

切
り
拓
く
若
い
世
代
に
期

を
退
く
決
意
を
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る

担い手を町外から

町長／ひとつの手法と考える

借り手が見つからず荒廃している水田

次期町長選への心境は

町長／今期をもって退く

町
長
所
信

町
長
／
転
換
の
推
奨
も
重
要

農業政策

新
規
需
要
米
へ
の
取
組
を

黄金色に輝く稲を刈り取る様子
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○日程等は、防災行政無線放送や町ホー

ムページで事前にお知らせいたします。

○鶴田支所、薩摩支所のロビーに設置し

てあるテレビやインターネット　（YouTube）

で、本会議の中継を視聴することができます。

　　　　（過去動画は約６か月間視聴できます）

町議会は、町の予算や身近な問題について話し合う大切な場所です。

≪新型コロナウイルス感染予防対策として≫

傍聴席に入る前に、手指の消毒、マスク着用

をお願いします。（消毒液を設置しています）

令和２年第４回(１２月)定例会

は１２月７日開会予定です。

議
長
の
動
静 

(
 

令
和
２

10
月 

)

※
主
な
会
議
・
行
事

 

 

ＱＲコードを読み取る

とライブ中継画面のペ

ージが表示されます。

議会情報を満載
《さつま町ホームページ》
http://www.satsuma-net.jp

トップページの下の画面

から議会情報をご覧にな

れます。

議会傍聴へお越しください

人

権

擁

護

委

員

候

補

者

の

推

薦

本
田 
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柏
原
区

【
任
期
】

令
和
３
年
１
月
１
日
～

令
和
５
年
12
月
31
日

 

《表紙紹介》
　中津川小学校５・６年生の
学習田での稲刈りの様子。
　地域の良さを生かした特色
ある教育活動の一環として、
種もみから米づくりを実施し
ています。
　刈り取ったもち米は、創立
140周年記念式典及び学習発
表会がある11月29日にもちつ
き大会をして、中津川の自
然・人々に感謝してみんなで
食べるそうです。

◆
８
月
◆

４
日
（
火
）
町
振
興
計
画
審
議
会

７
日
（
金
）
「
道
の
日
」
清
掃
作
業

20
日
（
木
）
湧
水
町
議
会
行
政
視
察

◆
９
月
◆

13
日
（
日
）
宮
之
城
中
学
校
第
２
回
体
育
大
会
　
　
　

20
日
（
日
）
各
小
学
校
運
動
会
（
中
津
川
、
佐
志
、
流
水
、
求
名
）

◆
10
月
◆

８
日
（
木
）
「
木
の
日
」
要
望
面
談

13
日
（
火
）
県
下
一
周
・
地
区
対
抗
女
子
駅
伝
競
走
大
会
川
薩
地
区

　
　
　
　
　
臨
時
運
営
委
員
会
【
薩
摩
川
内
市
】

19
日
（
月
）
国
道
５
０
４
号
さ
つ
ま
町
・
出
水
市
区
間
改
良
整
備
促

　
　
　
　
　
進
議
員
期
成
会
総
会
【
出
水
市
】
　
　

20
日
（
火
）
北
薩
空
港
幹
線
道
路
整
備
促
進
期
成
会
県
要
望
会
　
　

　
　
　
　
　
鹿
児
島
・
大
口
幹
線
道
路
整
備
促
進
期
成
会
県
要
望
会

　
　
　
　
　
国
道
３
２
８
号
整
備
促
進
期
成
会
県
要
望

　
　
　
　
　
国
道
５
０
４
号
さ
つ
ま
町
・
出
水
市
区
間
改
良
整
備
促

　
　
　
　
　
進
議
員
期
成
会
県
要
望
【
鹿
児
島
市
】

29
日
（
木
）
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
令
和
元
年
度
決
算
審
査
並
び

　
　
　
　
　
に
令
和
２
年
度
財
務
監
査
【
鹿
児
島
市
】

30
日
（
金
）
薩
摩
中
央
高
等
学
校
振
興
対
策
に
関
す
る
県
教
育
長
へ

　
　
　
　
　
の
要
望
【
鹿
児
島
市
】
　
　
　

　　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た
め
、
各
種
会
議
や

イ
ベ
ン
ト
等
が
中
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
　
次
の
任
期
に
向
け

　
　
た
意
欲
に
つ
い
て
、

３
月
定
例
会
の
時
点
で
は

明
ら
か
に
さ
れ
ず
、
し
か

る
べ
き
時
期
に
な
っ
た
ら

表
明
し
た
い
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
町
長
の
任
期
も

残
り
半
年
余
り
と
な
っ
た

現
在
は
ど
の
よ
う
な
心
境

か
。

 

 

　岩元　涼一 議員

問
　
国
が
減
反
政
策
を

　
　
見
直
し
各
自
治
体
の

判
断
に
よ
る
作
付
け
に
移

行
し
た
結
果
、
今
年
産
の

米
価
は
下
落
傾
向
に
あ
る
。

今
後
の
価
格
動
向
に
よ
っ

て
は
、
国
が
進
め
て
い
る

新
規
需
要
米
へ
の
取
組
を

検
討
し
、
農
家
が
選
択
し

や
す
い
体
制
を
つ
く
れ
な

い
か
。

 

答
　 

平
成
30
年
度
以
降
、

　
　
各
農
家
が
営
農
計
画

書
を
作
成
し
米
を
作
付
け

し
て
い
る
。
本
町
の
新
規

需
要
米
で
あ
る
が
、
Ｗ
Ｃ

Ｓ
は
前
年
比
12 

ha
の
減
、

飼
料
用
米
が
同
じ
く
28 

ha

の
減
で
あ
る
。
加
工
用
米

は
35 

ha
増
え
て
お
り
、
産

地
交
付
金
を
活
用
し
て
転

換
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
　
高
齢
化
と
担
い
手

　
　
の
減
少
は
地
域
を
疲

弊
さ
せ
て
い
る
。
特
に
周

辺
部
は
そ
の
傾
向
が
顕
著

で
あ
る
。
町
で
も
各
種
施

策
を
講
じ
て
い
る
が
思
う

よ
う
に
進
ん
で
い
な
い
。

農
地
集
積
バ
ン
ク
を
活
用

し
、
町
外
か
ら
の
希
望
者

を
担
い
手
と
し
て
募
集
で

き
な
い
か
。

答　

 

国
が
農
地
バ
ン
ク

　
　

を
設
置
し
て
貸
し
借

り
を
一
元
化
し
た
こ
と
で

労
力
不
足
か
ら
借
り
手
が

見
つ
か
ら
な
い
事
態
も
散

外
か
ら
の
借
り
手
も
ひ
と

係
機
関
と
の
連
携
を
図
り

意
向
把
握
に
努
め
る

答 

今
月
を
含
め
残
り

任
期
中
は
豪
雨
被
害
か
ら

の
復
旧
や
鶴
田
ダ
ム
の
再

育
て
支
援
策
の
拡
充
に
努

切
り
拓
く
若
い
世
代
に
期

を
退
く
決
意
を
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る

担い手を町外から

町長／ひとつの手法と考える

借り手が見つからず荒廃している水田

次期町長選への心境は

町長／今期をもって退く

町
長
所
信

町
長
／
転
換
の
推
奨
も
重
要

農業政策

新
規
需
要
米
へ
の
取
組
を

黄金色に輝く稲を刈り取る様子
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編
集
後
記

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　

委 

員 

長　

上　

囿　

一　

行

　

副
委
員
長　

三　

浦　

広　

幸　

　

委　
　

員　

米　

丸　

文　

武

　

委　
　

員　

朝　

倉　

満　

男　

 

 

 

秋
の
日
は
つ
る
べ
落
と
し
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
夕
刻
を
過
ぎ
る
と
、
瞬
く

間
に
夜
の
と
ば
り
が
下
り
て
き
て
、

冬
の
様
相
に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

農
村
地
帯
で
は
、
黄
金
色
に
染
ま
っ

た
稲
穂
も
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

 

今
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
各
種
行
事
等

が
中
止
や
自
粛
開
催
と
な
り
、
経
済

的
大
打
撃
を
被
っ
た
上
、
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
も
少
な
く

な
り
寂
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

冷
え
込
ん
だ
地
域
経
済
回
復
の
た
め

商
品
券
の
配
布
や
Ｇ
o
Ｔ
o
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
な
ど
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
欧
州
で
は
厳
格
な
感
染
症
対
策

で
激
減
し
た
コ
ロ
ナ
が
、
経
済
活
動

再
開
の
た
め
緩
和
し
た
と
こ
ろ
第
２

波
が
到
来
し
、
再
び
厳
し
い
制
限
が

な
さ
れ
て
い
る
と
報
道
さ
れ
て
い
ま

す
。
感
染
防
止
の
た
め
、
更
な
る
徹

底
し
た
感
染
症
対
策
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

（
三
浦
）

 

 

 

　湧水町による、議会中継システムに
ついて行政視察を受け入れました。

（8月20日）

　川薩地区林材協会による、「木の日」に
伴う要望書提出が町長室でありました。　

（10月8日）

　常任委員長研修会が鹿児島市で行わ
れ、２名の委員長が出席しました。

（10月20日）

　国道504号さつま町・出水市区間改良整
備促進議員期成会の要望書を県副知事へ提
出しました。（10月20日）

　第15回国道504号さつま町・出水市区間改良整備促進議員期成会による現地調査と総
会が出水市において開催され、国道504号の整備促進と道路財源確保についての議決が
採択されました。（10月19日）
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